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近
畿
を
除
く
８
地
方
議
会
議
長
会
は
４
月
１９
日
か
ら
２６
日
に
か
け

て
定
期
総
会
を
開
催
し
、
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
役
員
を
選
任
し

た
。
こ
の
ほ
か
平
成
２３
年
度
決
算
、
２４
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
も
合

わ
せ
て
審
議
し
決
定
し
た
。
な
お
、
近
畿
市
議
会
議
長
会
は
４
月
１６

日
に
定
期
総
会
を
開
催
済
み
�
本
紙
第
１
８
３
０
号
１
面
掲
載
。

【
２
面
に
関
連
記
事
�
８
地
方
議
長
会
の
可
欠
議
案
を
掲
載
】

会
長
は
じ
め
新
役
員
を
選
任

東東
北北
・・
東東
海海
・・
四四
国国
・・
関関
東東
・・
中中
国国
・・
北北
海海
道道
・・
北北
信信
越越
・・
九九
州州
でで

８
地
方
議
長
会
の
定
期
総
会
は

開
催
順
に
、
東
北
が
１９
日
、
東
海

も
同
日
、
四
国
が
２４
日
、
関
東
が

２５
日
、
中
国
も
同
日
、
北
海
道
が

２６
日
、
北
信
越
と
九
州
も
と
も
に

同
日
。
こ
れ
で
既
に
開
催
し
た
近

畿
と
合
わ
せ
、
全
９
地
方
議
長
会

の
定
期
総
会
が
終
了
し
た
。

８
地
方
議
長
会
で
新
た
に
会
長

へ
就
任
し
た
顔
触
れ
は
、
定
期
総

会
の
開
催
順
に
▽
東
北
�
加
藤
孝

・
山
形
市
議
会
議
長
▽
東
海
�
渡

辺
要
・
岐
阜
市
議
会
議
長
▽
四
国

�
中
川
秀
美
・
徳
島
市
議
会
議
長

▽
関
東
�
清
水
保
・
甲
府
市
議
会

議
長
▽
中
国
�
渡
辺
照
夫
・
米
子

市
議
会
議
長
▽
北
海
道
�
三
上
洋

右
・
札
幌
市
議
会
議
長
▽
北
信
越

�
苗
代
明
彦
・
金
沢
市
議
会
議
長

▽
九
州
�
前
田
広
之
・
宮
崎
市
議

会
議
長
―
―
の
各
氏
。
新
会
長
に

よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
各

地
方
議
長
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

定
期
総
会
で
決
定
し
た
要
望
項
目

の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
各
地
方
議
長
会
は
決
定

し
た
要
望
項
目
の
う
ち
３
件
以
内

に
つ
い
て
、
５
月
２３
日
に
開
催
さ

れ
る
全
国
市
議
会
議
長
会
の
第
８８

回
定
期
総
会
へ
、
各
部
会
の
要
望

議
案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
ら
議
案
は
総
会
の
審
議

を
経
て
可
決
さ
れ
た
の
ち
、
地
方

行
政
・
地
方
財
政
・
産
業
経
済
・

社
会
文
教
・
建
設
運
輸
の
５
委
員

会
へ
と
付
託
さ
れ
る
。
付
託
後
は

各
委
が
要
望
書
を
作
成
し
、
実
現

を
目
指
す
こ
と
と
な
る
。

政
府
の
地
域
主
権
戦
略

会
議
（
議
長
�
野
田
佳
彦

・
内
閣
総
理
大
臣
）
は
４

月
２７
日
、
国
の
出
先
機
関

改
革
に
関
す
る
基
本
構
成

案
を
決
定
し
た
。

【
２
面
に
関
連
記
事
】

基
本
構
成
案
で
は
、
当

面
の
移
譲
対
象
候
補
と
し

て
、
経
済
産
業
局
（
経
済

産
業
省
）
、
地
方
整
備
局

（
国
土
交
通
省
）
、
地
方

環
境
事
務
所
（
環
境
省
）

の
３
機
関
を
定
め
た
。

受
け
皿
と
な
る
地
方
側

の
機
関
は
地
方
自
治
法
第

２
８
４
条
第
１
項
に
規
定

す
る
広
域
連
合
。
関
西
と

九
州
、
四
国
が
、
移
譲
に

名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
。

地方議長会
定 期 総 会国国のの出出先先機機関関

移移譲譲でで基基本本案案

天天
皇皇
陛陛
下下
へへ
のの
拝拝
謁謁
にに
つつ
いい
てて

実
施
の
有
無
も
含
め
宮
内
庁
と

調
整
し
て
お
り
ま
し
た
天
皇
陛
下

へ
の
拝
謁
は
、
５
月
２５
日
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
へ
午
前
８
時
４０
分
ま
で
に
集
合

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
詳
細
は
、
追
っ
て
本
会
か
ら

文
書
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

５月１５日現在の都市数
８１０団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４０市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1831・32号５月１５日平成24年
（2012年）

加藤孝・東北議長会
会長（山形市）

渡辺要・東海議長会
会長（岐阜市）

渡辺照夫・中国議長会
会長（米子市）

前田広之・九州議長会
会長（宮崎市）

中川秀美・四国議長会
会長（徳島市）

三上洋右・北海道議長会
会長（札幌市）

清水保・関東議長会
会長（甲府市）

苗代明彦・北信越議長会
会長（金沢市）

（１） 平成２４年５月１５日 第１８３１・３２号
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４
月
２７
日
に
第
１６
回
地
域
主
権

戦
略
会
議
が
開
か
れ
、
「
国
の
出

先
機
関
の
事
務
・
権
限
の
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
で
の
移
譲
に
係
る
特
例
制

度
（
基
本
構
成
案
）
」
が
決
定
さ

れ
た
。
同
案
は
、
平
成
２２
年
１２
月

２８
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
〜
出
先
機
関
の

原
則
廃
止
に
向
け
て
」
に
基
づ
く

も
の
。

【
１
面
の
関
連
記
事
】

現
在
、
出
先
機
関
の
移
譲
を
受

け
る
対
象
に
手
を
挙
げ
て
い
る
地

域
は
、
関
西
、
九
州
、
四
国
。
出

先
機
関
の
受
け
皿
を
基
本
構
成
案

で
は
、
自
治
法
で
定
め
る
「
特
定

広
域
連
合
」
と
規
定
し
た
う
え

で
、
移
譲
対
象
出
先
機
関
の
管
轄

区
域
を
包
括
す
る
「
特
定
広
域
連

合
」
と
し
た
。
関
西
広
域
連
合
は

奈
良
県
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
、

受
け
皿
候
補
と
し
て
名
乗
り
を
上

げ
て
い
る
も
の
の
、
現
状
の
ま
ま

だ
と
移
譲
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

事
務
の
移
譲
に
あ
た
っ
て
は
当

分
の
間
、
従
来
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

に
左
右
さ
れ
な
い
特
例
的
な
法
定

受
託
事
務
を
設
け
、
国
に
よ
る
関

与
を
必
要
に
応
じ
柔
軟
に
設
け
る

こ
と
と
さ
れ
た
。
基
本
構
成
案
に

よ
れ
ば
、
事
務
が
移
譲
さ
れ
る
特

定
広
域
連
合
の
区
域
外
で
は
、
引

き
続
き
国
が
事
務
を
処
理
す
る
た

め
と
説
明
し
て
い
る
。

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
移

譲
事
務
を
所
管
す
る
大
臣
が
、
移

譲
事
務
の
処
理
に
対
し
て
特
定
広

域
連
合
の
長
へ
、
必
要
な
指
示
を

出
せ
る
よ
う
個
別
法
令
で
所
要
の

手
当
を
講
じ
る
こ
と
も
盛
り
込
ま

れ
た
。
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

く
緊
急
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

場
合
に
は
、
移
譲
対
象
出
先
機
関

を
所
管
し
て
い
た
大
臣
が
特
定
広

域
連
合
の
長
へ
、
防
災
に
関
す
る

事
務
に
極
力
す
る
よ
う
指
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。

出
先
機
関
の
移
譲
で
基
本
案

受
け
皿
は
特
定
広
域
連
合

経
済
同
友
会
の
地
域
主
権
型
道

州
制
委
員
会
が
４
月
１７
日
、
「
地

方
議
会
改
革
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
提
言
を
ま
と
め
た
。
「
首
長
と

議
会
の
関
係
」
「
住
民
の
意
識
改

革
」
な
ど
５
つ
の
視
点
か
ら
改
革

の
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
提
言
の
取
り
ま
と
め
に
あ

た
り
同
委
は
、
本
会
と
意
見
交
換

会
を
実
施
。
都
道
府
県
や
町
村
の

議
長
会
と
も
意
見
を
交
わ
し
、
実

際
に
現
場
で
活
動
す
る
議
会
人
の

声
へ
耳
を
傾
け
た
。
平
成
２３
年
１２

月
１４
日
に
は
、
関
谷
博
・
本
会
会

長
（
下
関
市
議
会
議
長
）
が
同
委

へ
出
席
し
、
「
地
方
議
会
改
革
の

課
題
と
方
向
性
」
と
題
し
て
講
演

し
て
い
る
�
本
紙
第
１
８
１
８
号

１１
面
に
掲
載
。

提
言
で
は
現
行
制
度
下
の
首
長

と
議
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
円
滑

な
行
政
執
行
の
た
め
首
長
が
与
党

的
会
派
を
組
織
す
る
必
要
性
を
指

摘
。
結
果
的
に
行
政
へ
の
監
視
は

野
党
的
会
派
の
み
が
担
う
た
め
、

議
会
に
よ
る
十
分
な
監
視
が
難
し

い
と
分
析
し
て
い
る
。
監
視
機
能

の
強
化
を
果
た
す
に
は
、
厳
格
に

分
離
し
た
二
元
代
表
制
へ
と
改
革

す
る
べ
き
で
あ
り
、
現
行
の
地
方

自
治
法
が
採
用
し
て
い
る
議
院
内

閣
制
の
要
素
（
不
信
任
議
決
権
・

解
散
権
）
、
議
会
に
よ
る
行
政
執

行
の
事
前
統
制
、
い
ず
れ
も
縮
小

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
提
言
で
は
、
具
体
的

な
改
革
案
も
示
し
た
。
「
議
会
の

不
信
任
議
決
権
」
「
首
長
に
よ
る

解
散
権
」
い
ず
れ
も
廃
止
す
る
と

と
も
に
、
議
会
招
集
権
、
議
事
堂

の
管
理
権
や
議
会
予
算
の
執
行
権

を
議
長
へ
付
与
し
、
議
会
の
自
立

的
な
運
営
を
確
立
す
べ
き
と
訴
え

た
。
ま
た
、
議
会
に
よ
る
行
政
執

行
の
事
前
統
制
を
縮
小
す
る
た

め
、
契
約
締
結
や
財
産
の
取
得
・
処

分
、
副
知
事
や
副
市
長
の
選
任
な

ど
に
つ
い
て
は
、
議
会
同
意
を
不

要
と
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ん
だ
。

最
後
に
提
言
で
は
議
会
関
係
者

と
の
意
見
交
換
を
通
じ
「
我
々
と

も
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
」
「
地
方
議
会
や

議
員
の
活
動
内
容
や
役
割
が
十

分
、
住
民
へ
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
も
判
明
し
た
」
と
結
ん
で
い
る
。

各各
議議
長長
会会
のの
可可
欠欠
議議
案案

北
海
道
部
会

▽
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進
▽

北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
等
▽

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
へ
の
参
加
反

対
▽
地
域
医
療
体
制
の
充
実
確
保

東
北
部
会

▽
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
▽
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・

復
興
▽
原
子
力
発
電
所
事
故
災
害

の
対
応
▽
国
民
健
康
保
険
制
度
の

改
善
強
化

北
信
越
部
会

▽
北
陸
新
幹
線
の
早
期
整
備
▽
日

本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整
備

促
進
▽
中
部
横
断
自
動
車
道
の
早

期
全
線
整
備
▽
高
速
道
路
の
整
備

促
進

関
東
部
会

▽
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
▽

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
復
旧
・
復

興
支
援
▽
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ

ン
接
種
緊
急
促
進
臨
時
特
例
交
付

金
の
延
長
▽
円
高
か
ら
中
小
企
業

を
守
る
対
策
を
求
め
る
意
見
書

東
海
部
会

▽
国
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
創
設
▽
原
発
に
依
存
し
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
▽

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税

▽
過
疎
対
策
の
積
極
的
推
進
を
求

め
る
要
望

中
国
部
会

▽
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
係
る
財
政
措
置
▽
医
療
制
度
改

革
の
推
進
及
び
逼
迫
す
る
市
町
村

国
保
へ
の
財
政
支
援
▽
地
域
医
療

再
生
の
為
の
医
師
・
看
護
師
確
保

対
策
▽
道
路
の
整
備
促
進
（
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
）

四
国
部
会

▽
個
人
住
民
税
の
年
金
特
別
徴
収

に
お
け
る
仮
徴
収
の
廃
止
及
び
徴

収
方
法
の
変
更
▽
国
民
健
康
保
険

財
政
へ
の
支
援
拡
充
▽
社
会
保
険

制
度
の
拡
充
に
よ
る
乳
幼
児
医
療

費
の
無
料
化
を
求
め
る
要
望
▽
消

防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事

業
に
対
す
る
財
政
支
援
の
充
実

九
州
部
会

▽
防
災
・
災
害
対
策
の
充
実
強
化

▽
自
治
体
病
院
の
医
師
確
保
対
策

及
び
財
政
支
援
措
置
の
充
実
強
化

▽
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通
網
の

整
備
充
実
▽
農
林
水
産
業
と
経
済

連
携
協
定
等

※
３
件
以
内
の
議
案
を
各
議
長
会

は
部
会
提
出
議
案
と
し
て
提
出

関
谷
・
本
会
会
長
が
経
済
同
友
会

の
地
域
主
権
型
道
州
制
委
員
会
で

地
方
議
会
改
革
の
課
題
と
方
向
性

を
講
演＝

平
成
２３
年
１２
月
１４
日

５
つ
の
視
点

か
ら
方
向
性

地地
方方
議議
会会
改改
革革
でで
提提
言言

経済同友会

第１８３１・３２号 平成２４年５月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

������������������������������������

▼
議
長

▽
鹿
沼

冨
久
田
耕
平
（
９
・
２８
）

▽
大
野

川
端
義
秀
（
３
・
５
）

▽
渋
川

望
月
昭
治
（
３
・
５
）

▽
豊
後
高
田

河
野
正
春
（
３
・
６
）

▽
飛
�

天
木
幸
男
（
３
・
７
）

▽
那
珂

福
田
耕
四
郎
（
３
・
１２
）

▽
坂
東

木
村
敏
文
（
３
・
１６
）

▽
前
橋

関
本
照
雄
（
３
・
１６
）

▽
四
万
十

白
木
一
嘉
（
３
・
１６
）

▽
能
美

井
出
善
昭
（
３
・
１９
）

▽
加
須

鎌
田
勝
義
（
３
・
１９
）

▽
名
古
屋

中
川
貴
元
（
３
・
１９
）

▽
阿
波

阿
部
雅
志
（
３
・
１９
）

▽
三
沢

舩
見
亮
悦
（
３
・
２１
）

▽
那
須
烏
山

中
山
五
男
（
３
・
２１
）

▽
飯
能

砂
長
恒
夫
（
３
・
２１
）

▽
本
庄

青
木
清
志
（
３
・
２１
）

▽
富
山

原
田
佳
津
広
（
３
・
２２
）

▽
高
岡

荒
木
泰
行
（
３
・
２２
）

▽
白
山

前
多
喜
良
（
３
・
２２
）

▽
久
喜

上
條
哲
弘
（
３
・
２２
）

▽
金
沢

苗
代
明
彦
（
３
・
２３
）

▽
山
梨

佐
藤

勇
（
３
・
２３
）

▽
洲
本

山
本
和
彦
（
３
・
２６
）

▽
南
陽

遠
藤
榮
吉
（
４
・
４
）

▽
東
海

田
中
雅
章
（
４
・
１０
）

▽
豊
前

磯
永
優
二
（
４
・
１０
）

▽
北
上

�
橋
初
男
（
４
・
１１
）

▽
�
子

眞
下
政
次
（
４
・
１２
）

▽
郡
上

清
水
敏
夫
（
４
・
１７
）

▽
赤
穂

田
端
智
孝
（
４
・
１７
）

▽
狭
山

小
谷
野
剛
（
４
・
１９
）

▽
東
金

布
施
栄
亮
（
４
・
１９
）

▽
坂
戸

小
澤

弘
（
４
・
２３
）

▽
天
理

三
橋
保
長
（
４
・
２４
）

▼
副
議
長

▽
鹿
沼

橋
本
正
男
（
９
・
２８
）

▽
大
野

前
田
政
美
（
３
・
５
）

▽
渋
川

中
澤
広
行
（
３
・
５
）

▽
豊
後
高
田

安
達

隆
（
３
・
６
）

▽
飛
�

葛
谷
寛
徳
（
３
・
７
）

▽
別
府

加
藤
信
康
（
３
・
８
）

▽
那
珂

君
嶋
寿
男
（
３
・
１２
）

▽
富
士
見

藤
屋
喜
代
美
（
３
・
１４
）

▽
坂
東

石
山

実
（
３
・
１６
）

▽
前
橋

梅
澤
百
合
子
（
３
・
１６
）

▽
四
万
十

中
屋
和
男
（
３
・
１６
）

▽
野
々
市

村
本
道
治
（
３
・
１９
）

▽
加
須

栗
原

肇
（
３
・
１９
）

▽
名
古
屋

田
山
宏
之
（
３
・
１９
）

▽
阿
波

松
永

渉
（
３
・
１９
）

▽
三
沢

堀

光
雄
（
３
・
２１
）

▽
那
須
烏
山

�
徳
正
治
（
３
・
２１
）

▽
飯
能

松
橋
律
子
（
３
・
２１
）

▽
本
庄

中
原
則
雄
（
３
・
２１
）

▽
富
山

高
田
重
信
（
３
・
２２
）

▽
白
山

本
屋
彌
壽
夫
（
３
・
２２
）

▽
久
喜

戸
ヶ
崎
博
（
３
・
２２
）

▽
山
梨

雨
宮
悦
子
（
３
・
２３
）

▽
洲
本

戸
田
公
三
（
３
・
２６
）

▽
南
陽

田
中
貞
一
（
４
・
４
）

▽
東
海

川
�

一
（
４
・
１０
）

▽
豊
前

山
崎
�
美
（
４
・
１０
）

▽
北
上

小
原
敏
道
（
４
・
１１
）

▽
�
子

�
野

毅
（
４
・
１２
）

▽
郡
上

武
藤
忠
樹
（
４
・
１７
）

▽
赤
穂

瓢

敏
雄
（
４
・
１７
）

▽
狭
山

齋
藤

誠
（
４
・
１９
）

▽
東
金

大
野
政
廣
（
４
・
１９
）

▽
坂
戸

古
内
秀
宣
（
４
・
２３
）

▽
天
理

飯
田
和
男
（
４
・
２４
）

▽
八
幡
平

工
藤
直
道
（
４
・
２５
）

▼
事
務
局
長

▽
小
樽

田
中
泰
彦
（
４
・
１
）

▽
紋
別

小
笠
原
昭
廣
（
４
・
１
）

▽
名
寄

佐
藤
葉
子
（
４
・
１
）

▽
根
室

垣
通
鎮
夫
（
４
・
１
）

▽
深
川

伊
藤
政
雄
（
４
・
１
）

▽
登
別

榎
本
繁
幸
（
４
・
１
）

▽
伊
達
（
北
海
道
）

村
田

修
（
４
・
１
）

▽
弘
前

安
田

穣
（
４
・
１
）

▽
八
戸

池
本
伸
也
（
４
・
１
）

▽
五
所
川
原

佐
藤
文
治
（
４
・
１
）

▽
十
和
田

熊
谷
羊
二
（
４
・
１
）

▽
三
沢

中
村
健
一
（
４
・
１
）

▽
つ
が
る

小
林

忠
（
４
・
１
）

▽
宮
古

中
村
俊
政
（
４
・
１
）

▽
釜
石

赤
�

剛
（
４
・
１
）

▽
八
幡
平

鈴
木
伸
也
（
４
・
１
）

▽
奥
州

佐
賀
克
也
（
４
・
１
）

▽
名
取

郷
内
義
美
（
４
・
１
）

▽
岩
沼

星

厚
雄
（
４
・
１
）

▽
栗
原

小
野
寺
節
郎
（
４
・
１
）

▽
能
代

佐
藤
喜
美
（
４
・
１
）

▽
横
手

高
橋

実
（
４
・
１
）

▽
由
利
本
荘

三
浦
清
久
（
４
・
１
）

▽
北
秋
田

土
濃
塚
�
孝
（
４
・
１
）

▽
米
沢

後
藤
俊
英
（
４
・
１
）

▽
酒
田

佐
々
木
雅
彦
（
４
・
１
）

▽
寒
河
江

丹
野
敏
晴
（
４
・
１
）

▽
上
山

�
橋
正
一
（
４
・
１
）

▽
東
根

杉
浦
宗
義
（
４
・
１
）

▽
南
陽

中
條
晴
雄
（
４
・
１
）

▽
い
わ
き

佐
藤
信
一
（
４
・
１
）

▽
須
賀
川

安
達
寿
男
（
４
・
１
）

▽
本
宮

佐
藤
栄
恭
（
４
・
１
）

電電
話話
番番
号号
等等
変変
更更

▽
能
美
市
（
石
川
県
）

�
０
７
６
１－

５
８－
２
２
４
０

�
０
７
６
１－

５
８－

２
２
９
５

突突
風風
にに
よよ
るる
災災
害害
救救
助助
法法
適適
用用

栃
木
県
、
茨
城
県
は
、
県
内
市

町
村
へ
災
害
救
助
法
を
適
用
し

た
。
同
法
の
適
用
は
、
５
月
６
日

に
発
生
し
た
突
風
が
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
た
め
。
多
数
の
者

が
生
命
や
身
体
に
危
害
を
受
け

た
。
ま
た
、
住
宅
な
ど
建
物
被
害

も
深
刻
で
あ
り
、
継
続
的
に
救
助

を
必
要
と
し
て
い
る
。
法
が
適
用

さ
れ
た
市
で
は
避
難
所
の
設
置
等

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
５
月
６

日
に
法
の
適
用
を
受
け
た
自
治
体

の
う
ち
、
市
は
次
の
と
お
り
。

【
栃
木
県
】
真
岡
市

【
茨
城
県
】
つ
く
ば
市
、
常
陸
大

宮
市
、
筑
西
市
、
桜
川
市

【
訂
正
と
お
詫
び
】

本
紙
の
４
月
５
日
付
第
１
８
２

７
・
２
８
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
１
面
掲
載
の
「
特
例
制
度
の

基
本
案
を
提
示
」
に
関
す
る
記
事

の
冒
頭
、
「
政
府
の
第
６
回
地
域

主
権
戦
略
会
議
へ
」
と
あ
る
の
は

「
政
府
の
地
域
主
権
戦
略
会
議
が

開
い
た
第
６
回
『
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
』
推
進
委
員
会
へ
」
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
す
る
と
と
も
に
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

議議
会会
人人
事事

本会主要会議開催予定
場所

都市会館３Ｆ「第２会議室」

都市会館２Ｆ「大ホール」

都市会館（予定）

都市会館３Ｆ「第２会議室」

愛媛県松山市

会長市

都市会館３Ｆ「第２会議室」

都市会館２Ｆ「大ホール」

都市センター３Ｆ「コスモス」

都市センター５Ｆ「オリオン」

東京

東京

都市センター３Ｆ「コスモス」

会議・行事名

第１９２回部会長会議

第１８８回理事会

国と地方の協議の場等に関する
特別委員会

役員市事務局長会議（正副会長、
監事、部会長市）

第７回全国市議会議長会研究フォ
ーラム in 松山

第１９３回部会長会議

相談役会議

第１８９回理事会

第９３回評議員会

相談役会議

第１９４回部会長会議

第１９０回理事会

第９４回評議員会

時間

１１：００

１３：００

理事会後

午 後

午 後

午 後

１１：００

１３：３０

１５：３０

１０：００

１１：００

１３：３０

月日

２４年
７月１２日�

８月３０日�

１０月１０日�
～１１日�

１０月１５日�
１１月７日�

１１月８日�

２５年２月５日�

２月６日�

（３） 平成２４年５月１５日 第１８３１・３２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



決 議

【 １０】

―

―

―

１０

【 ４】

―

―

４

【１０５】

１

８４

―

２

―

１８

【 ２３】

―

―

―

―

１

２２

【 １４】

―

―

―

―

―

―

１４

【 ３４】

【２６９】

意見書

【 ２９０】

５１

５０

４８

１４１

【 ２４５】

９４

６５

８６

【 ７０１】

１４２

１２０

９７

７４

３６

２３２

【 １３７】

３６

２０

１６

１５

７

４３

【 ６０７】

８１

７８

６３

４２

３３

３１

２７９

【 ４６】

【４２９８】

件 名

【建設・運輸・郵政・国土保全】

○公共交通機関のバリアフリー化の更なる推
進

○ＪＲ三島（四国・北海道・九州）等、貨物
会社に係る税制特例の継続

○郵政改革法案の早期成立

○その他

【労働・商工】

○円高・デフレを克服する経済対策

○若者の雇用対策の更なる推進

○その他

【警察・消防・防災】

○公立学校施設における防災機能の整備の推
進

○東日本大震災への支援・総合的な復興ビジ
ョン策定を求める

○防災会議に女性の視点を取り入れる

○原子力発電所の安全対策の強化等を求める

○原子力発電所における国の防災指針の見直
し

○その他

【外交・防衛・国際関係】

○サイバー攻撃・情報保全対策等の構築

○原子力発電所の警備体制の充実

○尖閣諸島領海侵犯事件の不起訴処分に抗
議、尖閣諸島をはじめ我が国の領土・領海
を守る措置

○緊急事態基本法の早期成立

○北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決

○その他

【社会・くらし】

○子ども・子育て新システムの撤回、慎重な
対応等

○地方消費者行政に対する国の実効的支援

○電力多消費型経済からの転換

○当面の電力需要対策を早急に打ち出すこと
を求める

○障がい者の権利を保障する新たな総合福祉
方の早期制定

○視覚障がい者からテレビを遠ざけない地上
デジタルテレビ放送を求める

○その他

【その他】

【総合計】

決 議

【 ２】

―

―

―

―

２

【 ２３】

―

２３

【 １２】

―

―

―

１

―

―

１１

【 ２７】

―

―

―

―

２７

【 ５】

２

―

―

―

３

【 １０】

２

―

―

―

８

意見書

【 ２０８】

１０３

１８

１７

１５

５５

【 ９２】

３４

５８

【 ５４３】

８９

７７

３７

３３

３２

２１

２５４

【 ４９１】

１６９

４７

４６

３７

１９２

【 ５７８】

２３５

１１９

６２

３８

１２４

【 ３６０】

１８１

４８

１７

１６

９８

件 名

【税・財政】

○地方財政の充実・強化

○子ども手当の全額国庫負担を求める

○震災からの復興に向けた補正予算の早期編
成を求める

○社会保障と税の一体改革による消費税増税
に反対

○その他

【地方行政・議会・選挙】

○自治体クラウドの推進

○その他

【医療・保健衛生】

○国民生活の安全と安心を図る各種基金事業
の推進

○子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチンの公費助成、定期
接種化

○介護職員処遇改善交付金の継続

○大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・
介護を求める

○国民健康保険に対する国庫負担の見直し・
増額を求める

○ウィルス性肝炎患者の救済

○その他

【教育・文化】

○義務教育費国庫負担堅持、３０人以下学級の
実現等

○私学助成の増額・拡充

○教育予算の拡充

○大規模災害時に備えた公立学校教職員派遣
制度の創設

○その他

【農林・水産】

○環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）交
渉への慎重な対応を求める

○名税軽油制度の相続

○鳥獣被害防止対策の充実

○森林・林業活性化施策の充実

○その他

【公害・環境保全】

○原子力・エネルギー政策を転換し、自然エ
ネルギー政策促進

○容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制
と再使用を促進するための法律の制定を求
める

○放射能汚染から子どもの健康を守る対策

○拡大生産者責任（ＥＰＲ）とデジポット制
度の法制化を求める

○その他

平成２３年度の意見書・決議の議決状況 【 】内は小計

※各市議会から任意に提出された平成２３年中の意見書・決議をもとに集計

第１８３１・３２号 平成２４年５月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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